






































































図９　摩利支天塚古墳の測量成果（10cm 等高線＋ Slope） ..........................................
図 10　レーダー区の配置（20cm 等高線）.........................................................
図 11　各レーダー区の Time Slice 平面図・Profile 断面図① .......................................
図 11　各レーダー区の Time Slice 平面図・Profile 断面図② .......................................
図 11　各レーダー区の Time Slice 平面図・Profile 断面図③ .......................................
図 11　各レーダー区の Time Slice 平面図・Profile 断面図④ .......................................
図 11　各レーダー区の Time Slice 平面図・Profile 断面図⑤ .......................................
図 12　レーダー反応（上層）と既往発掘トレンチの位置
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査の相談。PM: ①トラバース測量、②水準測量、③測量の大地区設定、④ RA 区の設定。／【1.8】①開放ト
ラバースによる基準点設置、② LN による地形測量、③ RA 区の走査、RB 区の設定。／【1.9】①地形測量、
② RB 区の走査、RC・RD 区の設定と走査。／【1.10】①地形測量、② RE・RF・RG 区の設定と走査。RH・RI
区の設定。／【1.11】①地形測量、② RH・RI 区の走査、RJ・RK 区の設定と走査。／【1.12】①地形測量、
② RL・RM・RP・RQ 区の設定と走査、RN・RO・RR 区の設定。／【1.13】①地形測量、② RN・RO・RR の走査、
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静夫らの論考（大和久・塙 1972）や、墳丘長約 114.5m とした山越茂の論考（山越 1979）などから、発掘調
査前の摩利支天塚古墳の認識を知ることができる。
　1978 年度に国史跡指定をうけた後、環境整備事業に伴い 1980 ～ 1982 年度に摩利支天塚古墳の発掘調査
が行われた。1980 年度の調査時点では、墳丘長約 116.8m（周溝を含めた全長約 200m）を測ること、盾形の
二重周溝をもつこと、立地や出土埴輪の年代観から琵琶塚古墳に先行することなどが明らかになり、６世紀
前葉の築造と推定された（岩崎 1981）。
















































































































































































スを組んだ。図５に示したように、oyama3-3（後視）→oyama3-4（始点）→W1→W2→ W3→ W4→ W5→ W6→ oya-
ma3-2（終点）→ oyama3-1（前視）の観測で、夾角の誤差が－ 18 秒、距離の誤差が X ＋ 10mm・Y ＋ 10mm 出
た。夾角は均等補正、距離は長さに応じた補正を行った。以上の基幹トラバース路線から派生する形で、開











るようになった。本報告は、① LN 全面測量、②全面 GPR 探査、の方法を導入以後、最初の報告事例である。










台の LN で１日 5000 ～ 1 万点の取得が可能で、４台稼働すれば１日２万点以上の情報化ができる。取得した
データは、毎晩、GIS に読み込んでノイズがないかを確認する。
　野外調査で取得するのは、XYZのテキストデータで、墳丘全体のデータを合わせてもわずか5MBほどである。








trating Radar:GPR) の方法については、何度も報告を重ねてきている（城倉ほか 2018 など）ので、ここで
は簡単に方法を概略しておく。
　野外調査の際には、MALA 社の GX を使用した。関東ローム層では、450MHz のアンテナを使用すれば、3m
強の深度まで探査が可能である。そのため、埋葬施設で 160MHz を使用した以外は、すべての区画で 450MHz






　以上の野外調査で取得したデータは、GPR-Slice を用いて区毎に解析を行う。地形補正や Migration 処理






















X Y Z X Y Z
41586.581 -2251.953 ― RD1 41299.354 -2429.097 46.488
41448.093 -2378.866 ― RD2 41287.734 -2411.592 41.472
41318.698 -2549.287 41.735 RD3 41296.039 -2406.083 41.483
41192.364 -2500.022 40.535 RD4 41307.732 -2423.510 47.286
41220.814 -2449.214 40.803 RE1 41304.630 -2500.411 41.208
41271.570 -2484.349 48.063 RE2 41285.233 -2495.597 46.948
41295.353 -2464.118 46.635 RE3 41292.433 -2466.471 46.772
41297.486 -2427.637 45.506 RE4 41311.856 -2471.293 43.027
41315.468 -2400.017 41.321 RF1 41279.109 -2490.994 48.388
41381.676 -2420.853 42.701 RF2 ― ― ―
41250.435 -2484.586 42.960 RF3 41281.117 -2472.190 46.827
41273.156 -2465.129 43.320 RF4 41288.983 -2478.360 46.410
41303.451 -2443.193 49.399 RG1 41295.762 -2531.663 41.269
41314.057 -2422.949 47.573 RG2 41272.934 -2521.533 41.105
41311.397 -2433.842 52.016 RG3 41281.435 -2502.363 45.310
41324.004 -2437.894 51.581 RG4 41304.291 -2512.503 41.211
41331.961 -2446.016 47.207 RH1 41271.407 -2520.276 41.111
41320.786 -2456.309 48.253 RH2 41261.070 -2514.201 41.205
41314.028 -2450.388 51.994 RH3 41275.139 -2490.039 48.174
41307.407 -2486.388 41.502 RH4 41285.567 -2496.106 46.736
RA1 41328.943 -2436.934 48.796 RI1 41258.585 -2512.656 41.168
RA2 41320.417 -2428.432 49.205 RI2 41248.310 -2506.537 41.075
RA3 41357.207 -2391.620 41.842 RI3 41262.158 -2483.325 45.900
RA4 41365.614 -2400.080 42.451 RI4 41272.409 -2489.458 48.008
RB1 41340.102 -2473.296 41.295 RJ1 41243.356 -2501.463 41.129
RB2 41321.344 -2455.312 48.582 RJ2 41231.795 -2493.550 41.026
RB3 41328.171 -2448.140 48.875 RJ3 41247.614 -2470.440 41.743
RB4 41347.023 -2466.048 41.404 RJ4 41259.167 -2478.352 44.867
RC1 41302.315 -2481.941 42.223 RK1 41271.879 -2475.590 46.648
RC2 41301.495 -2460.972 46.481 RK2 41255.131 -2459.861 41.220
RC3 41318.464 -2460.304 46.597 RK3 41269.502 -2444.556 41.242









































X Y Z X Y Z
RL1 41292.494 -2462.166 46.640 RT1 41269.283 -2488.872 46.772
RL2 41275.566 -2455.780 41.819 RT2 41260.166 -2481.016 45.410
RL3 41282.685 -2437.090 42.031 RT3 41269.307 -2470.400 44.289
RL4 41299.551 -2443.462 47.545 RT4 41278.444 -2478.231 47.966
RM1 41325.350 -2453.303 48.355 RU1 41302.393 -2512.197 41.183
RM2 41317.407 -2444.300 52.076 RU2 41279.997 -2506.869 43.608
RM3 41320.402 -2441.648 51.857 RU3 41283.521 -2492.241 47.916
RM4 41328.334 -2450.616 48.166 RU4 41305.888 -2497.608 41.255
RN1 41330.300 -2447.742 47.856 RV1 41316.608 -2482.496 41.400
RN2 41330.117 -2437.755 48.123 RV2 41308.363 -2462.121 45.861
RN3 41364.136 -2437.197 41.467 RV3 41332.458 -2452.352 45.599
RN4 41364.302 -2447.194 41.356 RV4 41340.703 -2472.736 41.240
RO1 41298.159 -2439.310 46.935 RW1 41346.179 -2466.348 41.336
RO2 41277.809 -2431.006 41.285 RW2 41327.833 -2454.242 47.116
RO3 41283.087 -2418.028 41.306 RW3 41339.343 -2436.735 44.274
RO4 41303.452 -2426.354 47.204 RW4 41357.746 -2448.813 41.382
RP1 41314.164 -2451.596 51.536 RX1 41334.631 -2445.535 46.047
RP2 41305.959 -2442.835 51.275 RX2 41327.489 -2420.641 44.627
RP3 41315.365 -2433.930 51.559 RX3 41352.475 -2413.425 41.330
RP4 41323.632 -2442.665 51.811 RX4 41359.639 -2438.407 41.359
RQ1 41309.620 -2439.425 51.956 RY1 41283.919 -2487.647 48.110
RQ2 41307.120 -2436.207 51.415 RY2 41269.056 -2474.242 45.523
RQ3 41315.024 -2430.181 51.442 RY3 41292.378 -2448.267 44.605
RQ4 ― ― ― RY4 41307.285 -2461.636 45.979
RR1 41324.249 -2422.191 45.838 RZ1 41249.324 -2506.832 41.112
RR2 41312.237 -2423.138 47.511 RZ2 41240.690 -2501.685 41.543
RR3 41310.478 -2400.214 41.409 RZ3 41255.013 -2477.620 43.823
RR4 41322.470 -2399.268 41.335 RZ4 41263.609 -2482.740 46.435
RS1 41259.504 -2481.866 45.222 Ra1 41280.517 -2452.859 42.073
RS2 ― ― ― Ra2 41268.753 -2445.273 41.258
RS3 ― ― ― Ra3 41278.485 -2430.140 41.300







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































CSV データは、Esri 社の Arc-GIS（早稲田大学文学部考古学コースがライセンス契約）に、XY ポイントデー
タとして読み込み、座標系を平面投影座標系（JGD2000_ Ⅸ）に設定した。その後、インポートした点群から、




















　３－３で記述した方法論に基づき、RA ～ RZ・Ra 区、合計 27 区を設定した。各走査線内での比高を抑えて、
等高線に沿った GPR 走査が出来るように地形を観察しながら、TS で直角と距離を計測しながら長方形のレー






【RA 区】12 × 52m。図 11 ①・Time Slice（45-52ns）。後円部北側に設定した。X=11-14m 付近に中段テラス
と思われる強い反応がある。X=14-21m は下段斜面と想定される。X=21m より北側が周溝だが、中堤の反応は
明瞭には確認できなかった。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































（RA）12m×52m （RB）10m×26m （RC）17m×21m （RD）10m×21m （RE）20m×30m
（RF）10m×16m （RG）21m×25m （RH）12m×28m （RI）12m×27m （RJ）14m×28m
（RK）21m×23m （RL）18m×20m （RM）4m×12m  （RN）10m×34m （RO）14m×22m
（RP）14m×13m （RQ）4m×10m  （RR）12m×23m （RS）16m×17m （RT）12m×14m
（RU）15m×23m （RV）22m×26m （RW）21m×22m （RX）26m×26m （RY）20m×35m
（RZ）10m×28m （Ra）14m×18m
※オブジェクト回転（反時計50°5）
図 10 置（20cm 等高線）
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【RC 区】17 × 21m。図 11 ①・Time Slice（43-48ns）。後円部の南西くびれ部付近に設定した。X=4-8m 付近
に中段テラスと思われる反応を確認できるが、明瞭ではない。X=16m より西側に周溝の反応を確認できる。
また、X=17m、Y=14m 付近に屈曲した反応があり、墳裾のくびれ部と思われる。
【RD 区】10 × 21m。図 11 ①・Time Slice（45-52ns）。後円部東側に設定した。X=7-10m 付近に中段テラスと
思われる反応がある。X=18m より東側に周溝と思われる強い反応が確認できる。
【RE 区】20 × 30m。図 11 ①・Time Slice（54-61ns）。西側くびれ部から前方部西側にかけて設定した。
X=6m、Y=7m 付近を変換点とする幅 2m 程度の反応が確認でき、中段テラスおよびくびれ部の反応だと考えら
れる。また X=8-15m の屈曲した青く抜けた反応はくびれ部をともなう下段斜面である。X=16m より西側の強
い反応は周溝と考えられる。
【RF 区】10 × 16m。図 11 ①・Time Slice（12-27ns）・Profile（X=12m）。前方部墳頂に設定した。Y=5-10m に
人工物と推測される反応がある。該当箇所の Profile には地表から深さ 60ns まで連続した反応が見られる。
神社に関連する後世の遺構と考えられる。
【RG 区】21 × 25m。図 11 ②・Time Slice（34-42ns）。前方部南西側隅角に設定した。X=8m、Y=10m に中段テ
ラス面の隅角が確認でき、X=6-8m に帯状の強い反応が東へ続く。この反応は、前方部前面の中段テラスと
思われる。墳裾は、X=18m、Y=3m に隅角変換点が確認でき、Y=2m より西側、Y=18m より南側に周溝の強い反
応が見られる。
【RH 区】12 × 28m。図 11 ②・Time Slice（41-48ns）。前方部前面に設定した。X=11-17m に幅 2m ほどの屈曲
した反応が確認でき、中段テラスの反応と思われる。また X=21m より南側の強い反応は周溝と考えられる。
【RI 区】12 × 27m。図 11 ②・Time Slice（45-52ns）。前方部前面、RH 区の東側に設定した。X=8-10m 付近
に中段テラスと思われる反応がある。X=21m より南側は周溝の反応だと考えられる。
【RJ 区】14 × 28m。図 11 ②・Time Slice（37-45ns）。前方部南東隅角に設定した。X=5m、Y=6m 付近を変換
点とする幅約 2m の強い反応が確認でき、東側隅角だと考えられる。X=20m より南側は周溝の反応である。
【RK 区】21 × 23m。図 11 ②・Time Slice（45-52ns）。前方部の東側面に設定した。Y=0m における X=0-8m 付
近から Y=21m における X=0-3m 付近にかけて中段テラスと思われる強い反応がある。Y=0m における X=8-17m
付近から Y=21m における X=3-10m 付近にかけては下段斜面と想定される。Y=0m における X=17m および Y=23m
における X=10m より東側に周溝と思われる強い反応がある。




【RM 区】4 × 12m。図 11 ③・Time Slice（29-37ns）・Profile（X=2m）。後円部西側、墳頂付近に設定した。
X=1-3m 付近には、社殿の基礎と思われる強い反応が見られる。該当箇所の Profile には深さ 45ns 付近に強
い反応が見られる。X=3-12m は上段斜面と推定される。
【RN 区】10 × 34m。図 11 ③・Time Slice（45-52ns）。後円部北西側に設定した。X=8-12m 付近に中段テラス
と思われる強い反応がある。X=12-19m 付近は下段斜面と想定される。X=19-26m 付近に墳裾と思われる強い
反応がある。
【RO 区】14 × 22m。図 11 ④・Time Slice（48-56ns）。後円部東側に設定した。X=6-10m 付近に中段テラスと
思われる強い反応がある。X=10-16m は下段斜面と推定される。X=16-22m の反応は周溝と想定される。
【RP 区】14 × 13m。図 11 ③・Time Slice（80-94ns）・Profile（X=8m）。後円部墳頂に設定した。区全体に社
殿の基礎と思われる強い反応がある。Profile には地表から深さ 210ns まで連続した反応が見られる。埋葬
施設と考えられる反応は確認できなかった。
【RQ 区】4 × 10m。図 11 ③・Time Slice（102-117ns）・Profile（X=3m）。後円部東側、墳頂付近に設定した。




【RR 区】12 × 23m。図 11 ④・Time Slice（26-33ns）。後円部北東側に設定した。X=8-10m 付近に中段テラス
と思われる強い反応がある。X=10-18m は下段斜面、X=18-23m は周溝の反応と推定される。
【RS 区】16 × 17m。図 11 ④・Time Slice（45-52ns）。前方部東側面に設定した。X=2-8m 付近に中段テラス
と思われる反応がある。X=8-16m は下段斜面と推定される。
【RT 区】12 × 14m。図 11 ④・Time Slice（30-37ns）・Profile（X=7m）。前方部東側面に設定した。X=3-10m
付近に新しい時期の人工物と思われる反応がある。該当箇所の Profile には地表から深さ 60ns まで連続した
反応が見られる。
【RU 区】15 × 23m。図 11 ④・Time Slice（48-56ns）。前方部西側面に設定した。X=9-11m 付近に中段テラス
と思われる強い反応がある。X=11-18m 付近は下段斜面と想定される。X=18m より西側に周溝と思われる強い
反応がある。
【RV 区】22 × 26m。図 11 ④・Time Slice（37-45ns）。後円部南西側に設定した。X=8-10m 付近に中段テラス
と思われる強い反応がある。X=10-18m 付近は下段斜面と想定される。X=18m より西側に周溝と思われる強い
反応がある。
【RW 区】21 × 22m。図 11 ④・Time Slice（37-45ns）。後円部北西側に設定した。Y=0m における X=1-3m 付近
から Y=21m における X=8-10m 付近にかけて中段テラスと思われる強い反応がある。Y=0m における X=3-15m
付近から Y=21m における X=10-20m 付近にかけては下段斜面と想定される。Y=0m における X=15m 付近および
Y=21m における X=20m 付近より西側に周溝と思われる強い反応がある。
【RX 区】26 × 26m。図 11 ⑤・Time Slice（26-33ns）。後円部北側に設定した。X=8-11m 付近に中段テラスと
思われる強い反応がある。X=11-18m 付近は下段斜面と想定される。X=18m より北側に周溝と思われる強い反
応がある。
【RY 区】20 × 35m。図 11 ⑤・Time Slice（45-52ns）・Profile（X=8m）。前方部墳頂平坦面に設定した。X=7-
19m に人工物と思われる反応がある。該当箇所の Profile には 10-50ns に強い反応が見られる。前述した
RF・RT 区の人工物と思われる反応と一連のものと考えられる。後円部墳頂に位置する社殿に向かう前方部
墳頂軸線上に位置するため、参道、あるいはそれに付随する建造物の基礎の可能性が高い。
【RZ 区】10 × 28m。図 11 ⑤・Time Slice（37-45ns）。前方部南側に設定した。X=5-9m 付近に中段テラスと
思われる強い反応がある。X=9-23m 付近は下段斜面と想定される。X=23m より南側は周溝と思われる強い反
応がある。


















































































































（RA）45-52nsec （RB）45-52nsec （RC）43-48nsec （RD）45-52nsec （RE）54-61nsec
（RF）12-27nsec （RG）34-42nsec （RH）41-48nsec （RI）45-52nsec （RJ）37-45nsec
（RK）45-52nsec （RL）41-56nsec （RM）29-37nsec （RN）45-52nsec （RO）48-56nsec
（RP）80-94nsec （RQ）102-117ns （RR）26-33nsec （RS）45-52nsec （RT）30-37nsec


















































後円部径 71.088m 296尺 300尺 72m
くびれ部幅 34.493m 144尺 150尺 36m
前方部幅 82.5m 344尺 350尺 84m
後円部高 10.9m 45尺 50尺 12m
くびれ部高 5.4m 23尺 25尺 6m













菱型」の場合は、120.5m）、後円部径 71.0m、くびれ部幅 34.5m、前方部幅 82.5m、後円部高 10.9m、くびれ






























































城倉正祥ほか 2018「埼玉二子山古墳の GPR 調査 2017」『溯航』36





















図２　国土地理院基盤地図情報数値標高モデル (5m メッシュ )を用いて、QGIS で田邊作成。
図３　（鈴木 1983）p13 第２図、p49 第 23 図を基に、石井作成。
図４　（鈴木 1983）p19 第４図、p20 第５図を基に、石井作成。




図 11　高橋が GPR-Slice で作成した Time Slice、Profile データをイラレで配置して城倉作成。
図 12　高橋が GPR-Slice で作成した Radar データ、及び（鈴木 1983）p13 第２図のトレンチ配置図を Arc-GIS でジ　
　オリファレンスして城倉作成。
図 13　高橋が GPR-Slice で作成した Radar データを、Arc-GIS で測量図と合成して城倉作成。
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